
意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果

計画全般に係るもの

1

　このような計画を市民がもっと
見ることができるように情報公開
すれば、市民自身が何をすればい
いかという課題を認識でき、地域
福祉に目を向けるのではないか。

1 ①

2

　市の取組みや計画について、市
民全員が知ることができるように
ならないと意味がない。特に若い
人は見る機会がないと思う。例え
ば学校と連携するなど、もっと身
近に知ることのできる機会があれ
ばよい。

1 ①

3

　市民はこういった計画に興味が
無いわけではない。問題について
どう関心をもってもらうかが大切
であり、そのためにはどのような
取組みがあり、どのように参加で
きるのかを広く伝えていくことが
大切である。

1 ①

4

　福祉の専門職を目指している者
でも、制度やサービスに関する知
識は乏しい場合がある。一般の市
民に対して取組みを浸透させるこ
とが必要である。

1 ①

№

「北九州市の地域福祉 2011～2020」素案に対する意見と市の考え方

　計画の策定後は、内容を分かりやすくまと
めたリーフレットなどを作成し、各家庭など
へ配布するとともに、様々な機会を通じて計
画の内容の広報・啓発に努め、市民への周知
を図っていきたいと考えています。

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　計画の追加・修正なし
②　計画の追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示すもの
２　計画の趣旨や内容には賛同しているが、今後の進め方などに対する考えを述べたもの
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求めるもの
４　他の分野別計画などで取り扱うべき内容のもの
５　その他　（計画の内容に対する確認など）

資料２
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5

　市民への地域福祉の意識の浸透
を期待しているものと思うが、そ
の周知の経路は自治会・町内会が
主となるだろう。自治会・町内会
の加入率は６割にとどまっている
が、それ以外の市民にはどのよう
に周知・啓発していくのか。

2 ①

6

　校（地）区社会福祉協議会の組
織は充実が図られ、地域住民への
福祉啓発活動に進展が見られる
が、住民との接点は自治会・町内
会に依存しており、自治会・町内
会加入率が６割前後の状況では、
活動の効果が限定的となってしま
うのではないか。

2 ①

7

　地域福祉に関する啓発が重要で
あることは理解するが、中々浸透
しない。他の地域で上手く機能し
ている取組みなど、具体的な事例
を提示することで、地域の活動の
発展につながるのではないか。

　計画策定後の広報・啓発活動を行う上で、
参考にさせていただきます。

2 ①

8

　同一の地域においても、古くか
ら住んでいる住民と、新しく入居
してきた住民とでは、地域に関す
る意識が全く違っている。それを
認識して広報・啓発を行う必要が
ある。

　計画策定後の広報・啓発活動を行う上で、
参考にさせていただきます。

2 ①

　計画の策定後は、内容を分かりやすくまと
めたリーフレットなどを作成し各家庭などへ
配布するとともに、計画の内容が市民一人ひ
とりへ届くよう、様々な機会を通じて継続的
に広報・啓発を行っていきたいと考えていま
す。
　また、自治会未加入者に対する地域福祉活
動については、地域で活動している民生委
員・児童委員や社会福祉協議会などが連携し
て活動していただくことが重要であると考え
ており、計画の中で関係者間の連携を促進し
ていくこととしております。
　なお、自治会・町内会の活動は、非常に重
要であると認識しており、市としても北九州
市自治会総連合会と協力して加入促進活動を
実施しています。今後も加入率の向上に向け
て取り組んでいきたいと考えています。

2
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9
　様々な市の取組みがあげられて
いるが、どれに一番力を入れたい
と考えているのか。

　本計画が目指している「市民一人ひとりが
きずなを結び　共に支え合う地域福祉のまち
づくり」を実現するためには、計画の体系に
沿って各種施策をバランスよく推進していく
必要があり、いずれの取組みも重要というこ
とになります。

5 ④

10

　一つ一つの目標に対して取り組
んでほしいことがあげられている
ので、市民としてどんなことに取
り組めばいいか分かり、地域福祉
に参加しやすくなるため、よいと
思う。

　ご意見ありがとうございます。 1 ①

11

　計画には概して賛成であるが、
我々校区民は具体的にどう進めて
いけばいいのか、活動の具体的な
姿が見えてこない。つながりが希
薄化した共同住宅やマンション居
住者は、どのような防御策をとれ
ばよいのか。当マンションでは
「元気カード」などの見守りの仕
組みを作ったり、マンション内に
みんなの憩いの場であるデイケ
アーサロンをつくったりしている
が、実際に活動するのは我々住民
であり、どのような手段が適切か
具体的に教えてほしい。

　地域福祉の推進にあたっては、お住まいの
地域の実情に応じて様々な方法があると考え
ますが、そのような地域の活動に対して行政
としても総合的かつ迅速に支援を行うことが
できるよう、計画の中で相談窓口体制の機能
強化に取り組むこととしています。また、社
会福祉協議会などと連携し、ご意見にあるよ
うな具体的な事例の紹介などを行うことによ
り、活動の支援につなげることも検討してい
きます。

2 ①

第１章　「北九州市の地域福祉」の策定にあたって

12

　マンションに住んでいると、隣
の人の名前すら知らない現状があ
る。地域の人との関わることの大
切さを改めて感じた。

　地域に暮らすすべての人が地域の一員とし
てお互いに助け合うことの重要性を、計画の
策定の趣旨の中で記載しています。

1 ①

3
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第２章　地域を取り巻く現状

13
　障害のある人の増加について、
近年「発達障害」の増加が問題と
なっているが、言及がない。

3 ②

14

　近年、発達障害者についても法
律が定められ、支援も始まってい
る。特別支援学級なども増設され
ていることから、「いわゆる自閉
症や注意欠陥・多動性障害(ＡＤＨ
Ｄ）、学習障害（ＬＤ）など発達
障害という診断をされるケースも
増えている」旨を記載すること。

3 ②

15
　障害のある人が増加していると
あるが、その理由は何か。

　加齢などにより心身機能の低下した高齢者
が増加していることに加えて、糖尿病などの
生活習慣病やストレスからのうつなどが原因
で障害を持つ人も増えているものと考えられ
ます。

5 ④

16

　掲載されている障害のある人の
数字は手帳取得者であって、あく
までも全体像の指標であり、実際
にはもっと多い。説明文に「手帳
取得者であって、すべての障害者
ではなく、実際にはもっと多い」
旨を記載すること。

　手帳を取得されていない人の状況は明らか
でなく、またいわゆる三障害に関する手帳を
重複して取得している可能性もあることか
ら、「実際にはもっと多い」という記述を追
加することは困難です。
　なお、このグラフが示しているのは「手帳
取得者」などであることは、グラフの下段に
記載しています。

3 ③

17

　地域の支え合いに対する考え方
について、自分にとっての必要性
を強く感じないことだけが問題な
のではなく、むしろ人間関係の希
薄さが問題である。同様の内容の
追記をされたい。

　第2章「地域を取り巻く現状」４（２）「地
域の支え合いに対する考え方について」の中
に以下の記述を追加しました。

※【１０ページ】下線部が追加部分
「地域に住む一人ひとりが自分自身に関わり
の　あることとして考え、地域の人間関係を
大切にして行動することが重要です。」

3 ②

　第2章「地域を取り巻く現状」３（２）「障
害のある人の状況」の項目において以下の記
述を追加しました。

※【８ページ】「また、自閉症や注意欠陥多
動性障害（ADHD）、学習障害（LD）など発
達障害と診断される人も増えてきていま
す。」

4
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18

　地域活動への参画について、自
治基本条例で定められた「市民の
責務と権利」を引用することで、
納税義務以外にも社会を構成する
ひとりとしての責務として、地域
活動への参画が必要な旨を追記さ
れたい。

　第2章「地域を取り巻く現状」４（３）「地
域活動への参画」に自治基本条例に関する以
下の記述を追加しました。

　※【１３ページ】「平成22年10月に施行
された「北九州市自治基本条例」において、
市民は様々なコミュニティの活動に自由に参
加でき、またその参加を通じて地域社会の維
持及び形成に努めるものとされています」

3 ②

第３章　これまでの取組みと今後の課題

19

　三層構造という枠組みのみでは
収まらなくなっている旨をもっと
明確に明記されたい。例えば、地
域包括支援センター単位による地
域活動も生まれている。

　第3章「これまでの取組みと今後の課題」１
「これまでの地域福祉ネットワークづくりの
取組み」において、その旨を記載していると
考えています。

3 ①

20

　市民意識調査の結果を引用しな
がら「向こう三軒両隣りといった
身近な町内会」単位での取り組み
が、強く求められている現状を追
記されたい。

　第3章「これまでの取組みと今後の課題」１
「これまでの地域福祉ネットワークづくりの
取組み」の中の記述を見直しました。

※【２０ページ】（３）「今後の方向性」の
　（旧）小学校区より小規模な地域における
見守りや～
⇒（新）向う三軒両隣や班、組、町内会と
いった小学校区より身近で小規模な地域にお
ける見守りや～

3 ②

21
　3つの基本目標について、現在ど
のように取り組んでいるのか。

　これまでにどのようなことに取り組んでき
たのかについては、計画の第３章の２「「健
康福祉北九州総合計画」の主な成果と今後の
課題」の中で3つの視点からこれまでの取組み
を整理しています。
　この3つの視点が、新しい計画の3つの基本
目標へつながっています。

5 ④

5
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22

　「生き生きバリアフリーの実施
箇所も増加」とあるが、ここ3年間
の事業予算としては市内7か所で増
えていない。ここでの表現として
は不適切である。

　第3章「これまでの取組みと今後の課題」２
「「健康福祉北九州総合計画」の主な成果と
今後の課題」の中の記述を見直しました。

※　【２１ページ】生き生きバリアフリーに
関する記述について、
　（旧）生き生きバリアフリーの実施箇所も
増加しています
⇒（新）生き生きバリアフリーも実施してい
ます。

3 ②

第４章　「北九州市の地域福祉」の基本的な考え方

23
　障害のある人に求められる「自
助」とは何か、どこから「共助」
が求められるのか。

　障害には様々な状態があり、生活環境や家
族の状況などについても様々であることか
ら、一律に「自助」や「共助」の範囲を明示
することは困難です。このことは、障害のあ
る人に限ったことではなく、誰しもにあては
まることと考えています。
　したがって、自らの判断と行動により主体
的に解決を図るという考え方のもと、その人
をとりまく状況に応じて、できる範囲で取り
組んでいただくことが「自助」であり、また
周囲の住民や友人、団体同士で協力してでき
る範囲で問題の解決を図ることが「共助」と
なるものと考えています。また、自ら解決が
難しい問題があれば周囲に支援を求めること
も「自助」の一つであると考えています。

5 ④

24

　地域活動への参画について、大
切だと思うが自分は参加しないの
が現状である。「自分ぐらいは参
加しなくても良いだろう」とい
う、「ただ乗りをする人（フリー
ライダー）」の意識を改め、自分
のできることから行動する旨の追
記をされたい。

　ご指摘の「自分のできることから行動す
る」旨については、第４章１「地域福祉の推
進にあたっての考え方」の「（２）　共助」
の中で記述しています。

3 ①

25

　計画の取組みの方向性につい
て、「お互いに支えあう仕組みの
構築」と、「支援を必要とする人
に対する支援ネットワークの構
築」の違いが分かりにくい。

　取組みの方向性の文言を見直し、基本目標
１‐２を「お互いに支え合う関係づくりの促
進」としました【３１ページなど】。

3 ②

6
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【意見の反映結果】
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第５章　基本目標ごとの取組み

26

　地域での保健福祉活動の要であ
る民生委員・児童委員の位置づけ
がない。社会福祉協議会と同様の
位置に民生委員・児童委員を位置
づけ、支援・連携・協働の内容を
記載する必要がある。

　民生委員・児童委員は民生委員法に基づ
き、地域福祉の実践はもとより地域の調整役
や行政との橋渡し役を主体的に行っており、
地域福祉を支える中心的な役割を担っていま
す。
　そのため、ご指摘の趣旨を踏まえて、第5章
の冒頭部分及び「基本目標ごとの取組み」の
【主体別の取組み】の図の中に民生委員・児
童委員に関する記述を追加しました（３２
ページ、３３ページ～）。また、第2章「地域
をとりまく現状」５「地域における様々な主
体の活動」の中においてもその役割などを明
記しています（１6ページ）。
　第5章「基本目標ごとの取組み」の【主体別
の取組み】の図は、地域にかかわる人や団体
を４つの主体に分け、それぞれが担う役割や
期待される取組みを具体例をあげて説明して
います。これは、地域で暮らすすべての人に
対して、できる範囲で積極的に地域福祉に取
り組むことを促す意図で示したものです。し
たがって、民生委員・児童委員を、改めて一
つの主体として位置づけ記載することはして
おりません。

3 ②

基本目標１　地域福祉意識の醸成と支え合いの関係づくり

27

　福祉の専門職だけでなく、地域
の人が意識を高め、高齢者や障害
者が困っていることは何なのかを
知って、必要な支援を地域の人同
士が話し合って決めることが大切
である。

　ご指摘の点は本市としても重要であると考
えており、計画の取組みの方向性として「市
民の地域福祉に対する意識の醸成」を掲げて
います。この中で、地域福祉に対する理解を
促進するとともに、高齢者や障害のある人に
対する理解を促進していきます。

1 ①

7



意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　計画の追加・修正なし
②　計画の追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示すもの
２　計画の趣旨や内容には賛同しているが、今後の進め方などに対する考えを述べたもの
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求めるもの
４　他の分野別計画などで取り扱うべき内容のもの
５　その他　（計画の内容に対する確認など）

28

　地域福祉は地域との連携が重要
である。地域の人々の意識や認知
が向上し、地域の設備がもっと整
えばよい。

　計画の取組みの方向性として「市民の地域
福祉に対する意識の醸成」を掲げており、こ
の中で市民の地域福祉に対する意識や理解を
高めていきたいと考えています。
　また、地域の活動拠点として市民センター
などが整備されてきたことから、今後はこう
した既存の拠点を活用して、活動の活性化を
図っていきたいと考えています。

2 ①

29

　地域の支え合いが必要だと思っ
ている人は多いが、行動に移すこ
とは難しい。近所での付き合いが
希薄化している中で、地域での取
組みや活動を通して近所同士のき
ずなや結びつきのきっかけになる
のだと思う。

1 ①

30
　地域の人たちが交流する機会を
作ることが地域福祉をよりよいも
のにする第一歩だと思う。

1 ①

31

　「加齢や障害などによる生活上
の課題を抱える人であっても」と
いう表現は、加齢することが課題
のような印象を受ける。むしろ
「高齢者や障害者であっても、本
人の能力や意欲を活かして、」に
改める。

　ご提案の表現とした場合、「高齢者」「障
害者」は皆何らかの課題を抱えている、とい
う前提に立った考え方をしていると誤解され
るおそれがあるため、ご指摘の趣旨を踏ま
え、表現を一部変更しました。

※【３５ページなど】「加齢などによる心身
機能の低下や障害などに伴う生活上の問題を
～」へ変更

3 ②

　計画の中の市の取組みとして、「地域にお
ける交流の場づくりの促進」を掲げており、
地域で暮らす人が気軽に参加できるような居
場所づくり（サロン活動）について社会福祉
協議会などと連携して検討してまいります。
　さらに、健康づくりなど活動に携わる人材
の育成の支援など地域における保健福祉活動
の促進を通じて、地域での活動を活性化し、
交流の機会の充実を促進していきたいと考え
ております。

8



意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　計画の追加・修正なし
②　計画の追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示すもの
２　計画の趣旨や内容には賛同しているが、今後の進め方などに対する考えを述べたもの
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求めるもの
４　他の分野別計画などで取り扱うべき内容のもの
５　その他　（計画の内容に対する確認など）

基本目標２　地域の保健福祉活動への参画とネットワーク化の促進

32
　プライバシーを過剰に守ろうと
することも、地域力の希薄化につ
ながっているのではないか。

　ご指摘のとおり、プライバシーや個人情報
の保護に関する過剰反応により地域の見守り
や支援に支障が生じているという意見があり
ます。しかし、一方でプライバシーや個人情
報は適切に保護されなければならず、情報の
保護と活用をどう両立させるかという大変難
しい問題があり、慎重に考えていく必要があ
ります。
　したがって、計画の中で、今後地域の見守
りや支援に際しての情報の共有のあり方につ
いて、行政と見守り関係者の間で望ましいあ
り方を検討していくこととしております。

2 ①

33

　地域における支え合いが必要な
のはわかっているが、いざ行動に
移すとなると、時間の関係上難し
い。

　計画の策定に先立って実施した「北九州市
地域福祉に関する市民意識調査」の結果にお
いても、地域活動に参加していない理由とし
て「他にすることがあり、時間がないから」
が最も多くなっています。
　そのため、計画においては、市民一人ひと
りの地域福祉活動の重要性をさらに訴えかけ
るとともに、ワーク・ライフ・バランスの推
進など、地域活動に積極的に参加できるよう
な環境づくりを事業者や行政がともに推進す
ることとしております。

1 ①

34
　地域や企業による活動によっ
て、孤独死への対策がより充実さ
れればよいと思う。

　支援を必要とする人が社会的に孤立するこ
とがないよう、平成20年度からいのちをつな
ぐネットワーク事業を開始しています。この
事業の中で、地域や企業などが連携し、支援
が必要な人に対する気づきや見守りの仕組み
づくりを進めており、計画の中で今後さらな
る充実・強化に取り組んでいくこととしてお
ります。

1 ①

9



意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　計画の追加・修正なし
②　計画の追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示すもの
２　計画の趣旨や内容には賛同しているが、今後の進め方などに対する考えを述べたもの
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求めるもの
４　他の分野別計画などで取り扱うべき内容のもの
５　その他　（計画の内容に対する確認など）

35

　地域福祉においては、民生委員
が重要な役割を担っている。地域
の人が主体的に動くということは
中々難しいので、民生委員が先頭
に立って活動を活性化する必要が
ある。

1 ①

36

　認知症の高齢者や、精神障害の
ある人の家族は、支援が必要で
あっても中々「助けて」と言えな
い状況にある。そういった人達の
ため、福祉事業者や民生委員・児
童委員が地域にしっかりと目を向
ける必要がある。しかし、民生委
員・児童委員が多くの担当世帯を
抱えており、負担が大きくなって
いるため、地域の人の意識を高め
ていくことが今後の課題である。

1 ①

37

　民生委員は心理的な負担・肉体
的な負担が増えていること、民生
委員が高齢化していること、交通
費程度が支給されるのみで実質無
償ボランティアであることなどが
定員割れを招いたと思う。このま
までは、民生委員は減る一方で、
地域福祉を支える基盤が崩壊して
しまうおそれがある。
　そこで、民生委員に対して社会
福祉職と同等の報酬が支給される
ようにし、性別・年齢を不問とし
て知識ならびに意欲のある若年層
を中心に登用するなど、今後を見
据えた抜本的な改善・対策を講じ
ていくことが必要ではないか。

　ご提案の民生委員に対する報酬につきまし
ては、民生委員法第10条に「民生委員には給
与を支給しない」と規定されています。
　また、性別については制限がなく、年齢に
ついても原則75歳未満というほかに制限はあ
りません。そのため、現状でも意欲のある若
年の方に民生委員として活動していただくこ
とは可能です。
　一方、支援を必要とする人の増加や地域住
民同士の関わりの希薄化などにより、民生委
員にかかる負担が増加していることは本市と
しても認識しています。したがって、本計画
においても、民生委員・児童委員の活動につ
いて地域に理解を呼びかけるほか、民生委
員・児童委員が活動しやすい環境づくりを
行っていくこととしています。また、民生委
員の欠員の解消や負担の軽減に向け、有識者
や関係団体による研究会を開催しています。

3 ③

　民生委員・児童委員は地域で一人暮らし高
齢者への支援活動や心配ごと相談活動など、
地域福祉の担い手の中核として積極的に活動
しています。本計画において、改めて民生委
員・児童委員の活動について地域に理解を呼
びかけるほか、民生委員・児童委員が活動し
やすい環境づくりを行っていくこととしてい
ます。

10



意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　計画の追加・修正なし
②　計画の追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示すもの
２　計画の趣旨や内容には賛同しているが、今後の進め方などに対する考えを述べたもの
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求めるもの
４　他の分野別計画などで取り扱うべき内容のもの
５　その他　（計画の内容に対する確認など）

38

　地域で働く福祉専門職の力を、
インフォーマルな力として活用で
きないか。地域の見守り、自治会
で役割をもち、住民の方に専門的
なアドバイスをする、民生委員と
連携による見守りの強化など、各
種社会資源との連携の円滑化が望
まれる。そのため、専門職が属す
る各種施設などに、周辺地域の見
守りなどの活動を義務付けてはど
うか。

　ご指摘の趣旨は、計画の取組みの方向性
「市民の地域福祉に対する意識の醸成」の
「地域活動団体・社会福祉事業者など」に期
待される取組みとして記載しています（「地
域で活動するあらゆる団体が地域福祉の担い
手であることを理解し行動する」）。
　本計画では、できるだけ多くの方にできる
ことから始めていただくことが大切と考えて
おり、特定の方に何らかの義務付けを行うこ
とは難しいと考えています。

2 ①

39

　地域には、支援を必要としてい
る人が隠れており、その人を見つ
けることが大切ではないだろう
か。現在でも様々な制度やサービ
スが作り出されており、こうした
ものを支援が必要な人に対してど
のように使っていくのかが今後の
課題である。

　ご指摘の点は本市としても非常に重要であ
ると考えており、計画においても、支援が必
要な人が社会的に孤立することがないよう、
地域全体で見守り、必要なサービスなどにつ
なげていくため、「いのちをつなぐネット
ワーク事業」の充実・強化に取り組むことと
しております。
　また、支援が必要な場合は自ら抱え込まず
に、支援を求める手をあげることも重要であ
ることを計画の中で記載しており、計画の広
報・啓発を通じて広く呼びかけていきたいと
考えています。

1 ①

40
　ふれあいネットワーク連絡調整
会議ではどういった話し合いが行
われているのか。

　ふれあいネットワーク連絡調整会議では、
福祉協力員が日頃の見守りや手助けの活動の
中で発見した問題について、解決方法や見守
り・声掛けの役割分担などの話し合いが行わ
れています。会議には民生委員・児童委員や
社会福祉施設の職員、学校職員、警察、行政
職員などの参加もあります。

5 ④

11



意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　計画の追加・修正なし
②　計画の追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示すもの
２　計画の趣旨や内容には賛同しているが、今後の進め方などに対する考えを述べたもの
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求めるもの
４　他の分野別計画などで取り扱うべき内容のもの
５　その他　（計画の内容に対する確認など）

41

　地域の子ども会の未加入者が増
え、自治会費を払わない人がいる
中で、今後の運営をどのようにし
ていくのか。

　自治会・町内会や子ども会など地域の団体
の活動は、地域福祉の推進に欠かせないもの
であり、その役割は大変重要であると認識し
ています。このため、本市では子ども会の設
立の支援や相談の受付などを行うとともに、
北九州市自治会総連合会と協力して自治会・
町内会への加入促進に向けた取組みを実施し
ています。今後とも地域の団体が活動しやす
い環境づくりに向けての取り組みを継続して
いきます。

2 ①

42

　地域が一丸となるには、皆が自
治会・町内会に入り、向う三軒両
隣で助け合うことが一番と思う
が、加入促進の策はないのか。古
紙回収によって得られた財源を活
用して、加入者にごみ袋を配布す
れば町内会への加入が増えると思
うがどうか。

　自治会・町内会の活動は、地域福祉の推進
において大変重要であると認識しています。
これまでも北九州市自治会総連合会と協力し
て自治会・町内会への加入促進に向けた取組
みを実施していますが、今後とも地域の団体
が活動しやすい環境づくりに向けての取り組
みを継続していきます。
　古紙回収によって交付される「集団資源回
収団体奨励金」の使途に制限はありません
が、指定袋を無条件に配布することは、ごみ
減量に取り組む方々の意欲を削ぐおそれがあ
ること、また古紙回収に協力した方と町内会
加入者が一致しない場合、トラブルを招くお
それがあることなどから、できるだけ避けて
いただきたいと考えています。

2 ①

12



意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　計画の追加・修正なし
②　計画の追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示すもの
２　計画の趣旨や内容には賛同しているが、今後の進め方などに対する考えを述べたもの
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求めるもの
４　他の分野別計画などで取り扱うべき内容のもの
５　その他　（計画の内容に対する確認など）

43

　歯･口と全身との関わりは大変密
接な関係があり、各ライフステー
ジを通じて元気、健康であるため
には、「歯･口の健康力の維持・向
上」が大変重要な要因になるとい
える。今回の素案の中の「地域に
おける健康づくり活動の推進に、
「歯と口の健康づくり」を事業の
一つとして提案されていることは
大変評価している。地域の住民が
主体となって、区歯科医師会、そ
して地域の「かかりつけ歯科医」
と地域の様々な団体が連携して、
「歯・口の健康づくり」に取り組
むことによって、市の保健福祉活
動にさらなる推進が図られるもの
と思う。

　ご意見ありがとうございます。ご指摘いた
だいたとおり、健康づくりにおいて歯と口の
健康は重要な要素の１つで、地域に密着した
かかりつけ歯科医や関連団体の役割は大変重
要と認識しており、本市としてもそのような
活動を促進していきたいと考えています。

1 ①

44

　地域における民生委員・児童委
員、社会福祉協議会、老人クラ
ブ、地域団体、推進協議会などは
各地域に点として存在するもの
の、有機的に活動することはまれ
で、点と点をつないだ面として活
動していないのが現状である。こ
れらの組織をリードする、今後の
有機的活動をリードするもの（団
体）が必要と考える。

　本市では、地域で活動する様々な団体の連
携を強めるため、小学校区にはまちづくり協
議会、各区には区保健・医療・福祉・地域連
携推進協議会が設置され、こうした団体が地
域のネットワークづくりに取り組んでいま
す。
　また、校（地）区社会福祉協議会を中心に
行われている「ふれあいネットワーク連絡調
整会議」においても地域の様々な団体同士の
情報交換や課題解決のための話し合いが行わ
れているところもあります。
　地域で取り組まれているこのような活動の
活性化を支援するとともに、行政として地域
の関係団体の連携をコーディネートする「い
のちをつなぐネットワーク事業」をさらに充
実・強化していくことによって、活動の面的
な広がりが進んでいくものと考えています。

2 ①
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意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　計画の追加・修正なし
②　計画の追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示すもの
２　計画の趣旨や内容には賛同しているが、今後の進め方などに対する考えを述べたもの
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求めるもの
４　他の分野別計画などで取り扱うべき内容のもの
５　その他　（計画の内容に対する確認など）

45

　地域の各種組織との効果的な連
携を果たすためには、各種組織の
構成員、特に連携ネットワークに
関与する人材は定年制（上限80歳
など）を適用するとともに、主に
団塊の世代に地域づくりを任せる
ような人事改革を同時に進めてい
ただきたい。

　各組織・団体における定年制などの導入や
人事につきましては、各組織・団体の判断に
より実施されることが原則であると考えてい
ます。
　しかし、組織の充実のための新たな人材育
成は重要と考えており、本市としても平成16
年度から、「新たな地域づくり」への取組み
の一つとして、地域の様々な団体で構成され
るまちづくり協議会に対して役員などへの定
年制及び任期制の導入を提案するなどの取組
みを実施しています。
　このような取組みを通じて、組織の充実が
図られるよう支援していきたいと考えていま
す。

2 ①

46

　行政の一方的押し付けではな
く、地域住民の意識が一体となっ
ての自発参加を促す事業展開が必
要である。
　そのためには、市民センターを
中心として、誰もが気軽に参画で
きる、高齢者でも興味が持てる文
化事業、スポーツ事業、祭り事業
（今までにはなかったもの）を地
道に推進する。そして、その事業
の主要なものは区レベル・市レベ
ルのイベントとして展開すること
が重要である。
　具体的には市民参加型の音楽
祭、や一般の人や障害者参加型の
スポーツ大会、LEDを使用したイ
ルミネーション・フェスタなどを
考えてはどうか。
　そして、そのイベントに健康な
方々（サポーター）が病弱な方や
障害者をサポートしながら、一緒
になって参加する社会づくりを考
えてほしい。そのサポーターを
「いのちをつなぐネットワーク事
業」にからめて、「いのちをつな
ぐサポーター」として養成しても
いいのではないか。

　現在、市民センターなどを中心に、その地
域の特性を活かした様々な文化事業やスポー
ツ事業、祭りなどが行なわれています。活動
状況は地域によって様々ですが、こうした取
組みは地域の世代間の交流や連帯感の醸成に
つながっていると考えています。ご指摘のと
おりこのような取組みが地域において地道に
継続されていくことが重要であり、市として
も可能な範囲で支援していきたいと考えてい
ます。
　また、ご提案いただいた市民参加型のイベ
ントなどにつきましては、一部実施中のもの
もありますが、今後の施策を検討する上での
参考とさせていただきます。

2 ①

14



意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　計画の追加・修正なし
②　計画の追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示すもの
２　計画の趣旨や内容には賛同しているが、今後の進め方などに対する考えを述べたもの
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求めるもの
４　他の分野別計画などで取り扱うべき内容のもの
５　その他　（計画の内容に対する確認など）

基本目標３　必要なサービスを適切に提供するための仕組みづくり

47

　今後ますます高齢者、要介護認
定者、認知症高齢者が増加するこ
とが予想される中、地域包括支援
センター及び統括支援センターに
おける絶対的なマンパワーの不足
に対応していただきたい。
　また、地域包括支援センターで
は、ワンストップサービス、出前
主義という看板をあげるものの、
その効果を十分に出しているとは
考えられない現状があり、一部地
域での試験的な組織編制を再編し
ていただきたい（試験的な地域包
括支援センターの統廃合）。

　地域包括支援センターのこれまでの活動の
結果、相談窓口としての周知が進み、相談件
数が年々増加しています。
　そこで現在、「北九州市高齢者介護の質の
向上委員会」や、その専門委員会である「地
域包括支援センター専門委員会」などで有識
者や関係機関のご意見を伺いながら、人員体
制・組織体制を含めた地域包括支援センター
のあり方について検討しています。今後、そ
の結果を踏まえ、地域包括支援センターの充
実を図っていきます。

2 ①

48

　地域包括支援センターの本来的
な役割である地域包括ケアの観点
から考え、高齢者のみに留まら
ず、障害者や子どもへの相談窓
口、担当部署や専門機関につなぐ
コーディネートの役割を担っても
らいたい。

　地域包括支援センターは、現在高齢者の総
合相談窓口として、相談をワンストップで受
け付け、担当部署や専門機関へつなぐ役割を
果たしています。
　国の方向性として障害者などを含めた総合
相談窓口としての役割も検討するとされてい
ましたが、その後国においては各種の福祉施
策の大幅な見直しを進めていますので、今後
の国の制度改正の状況を見極めながら、対応
を検討したいと考えています。

3 ③
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意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　計画の追加・修正なし
②　計画の追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示すもの
２　計画の趣旨や内容には賛同しているが、今後の進め方などに対する考えを述べたもの
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求めるもの
４　他の分野別計画などで取り扱うべき内容のもの
５　その他　（計画の内容に対する確認など）

49

　多様な生活課題に対応できるよ
うな連携・協働関係の構築をすす
めていくためには、対等な協働性
が重要である。委託、受託という
甲乙の関係でなく、契約書のあり
方や概算払い、仕様書、協定書の
あり方など、新しい公共を促進す
るための環境整備が何よりも大切
である。「促進するための環境整
備」や「対等な協働」という旨を
追記されたい。

　第５章「基本目標ごとの取組み」基本目標
３－２「新たな生活課題への対応」へ、以下
のような記述を追加しました。

※【５７ページ】下線部を追加
　「それぞれの得意分野や専門性を活かしな
がら、相互に連携・協働を強めていくこと
で、地域の課題解決に取り組んでいくこと、
また,それを促進するための環境の整備が重要
となっています。」

　「対等な協働」につきましては、図表5-2
「行政と多様な主体との協働関係のイメー
ジ」において、従来の「公共」と対比しなが
ら、「多様な主体が対等な立場で協働・連携
することによる「新しい公共」」と記述して
います。

3 ②

第６章　「北九州市の地域福祉」の実現のために

50
　地域の人と意見交換をする機会
を増やしていけばよい。

　計画を策定する過程においては、地域活動
団体の代表や有識者で構成される「北九州市
地域福祉計画策定懇話会」や、各区で開催し
た市民との意見交換会などの場で、計画の内
容についての意見をいただいてきました。
　計画策定後も、様々な機会を捉えて直接・
間接的に計画の内容の広報・啓発を行うとと
もに、市民のご意見を伺い、今後の取組みに
も反映していきたいと考えています。

2 ①

51

　計画期間は2011～2020年と
なっているが、2015年には団塊
の世代が65歳以上となり、高齢社
会の問題はさらに大きくなると思
う。事前に問題意識を持って、早
目の対応・取組みをしていくこと
が大切である。

　計画期間は2011～2020年の10年間とし
ていますが、計画策定後には有識者などで構
成される「（仮称）北九州市地域福祉計画推
進懇話会」を設置し、計画の進捗状況の把握
や評価を行うとともに、適宜市民意識調査な
どを行い、それらの結果を踏まえ、必要に応
じて計画期間中であっても見直しなどを行っ
ていきたいと考えています。
　なお、高齢社会対策については、別途「第
二次北九州市高齢者支援計画」を定めてお
り、この中で具体的な取組みを行っていくこ
ととしております。

2 ①
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意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　計画の追加・修正なし
②　計画の追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示すもの
２　計画の趣旨や内容には賛同しているが、今後の進め方などに対する考えを述べたもの
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求めるもの
４　他の分野別計画などで取り扱うべき内容のもの
５　その他　（計画の内容に対する確認など）

52

　「（仮称）北九州市地域福祉計
画推進懇話会」の開始時期と頻度
をこの部分に明文化されたい。
　また、現在の「北九州市地域福
祉計画策定懇話会」が引き続き行
うのか、あらたに募集をするの
か。「北九州市地域福祉計画策定
懇話会」は、若干の委員の入れ替
わりはありながらも、前プラン策
定時の委員が踏襲した構成である
ので、一度解散をし、あらためて
構成されることを望みたい。

　計画の進捗状況の把握や評価を行う「（仮
称）北九州市地域福祉計画推進懇話会」の開
始時期・開催頻度につきましては、施策の推
進の状況などを見て判断する必要があるた
め、現時点で明記することは困難です。
　また、「（仮称）北九州市地域福祉計画推
進懇話会」の構成員については、現時点では
未定であり、ご意見は構成員選任の際に参考
とさせていただきます。

3 ③

その他

53

　郊外型スーパーの建設により車
の交通量が増えて、細い路地まで
頻繁に車が通り、住民同士の往来
が阻害されている。こうした狭い
路地については、一方通行にした
り侵入を禁止したりするなど、改
善を働きかけることで、住民の往
来が容易となり、住民同士の連帯
感の醸成に資することになるので
はないか。

　交通規制は警察の管轄となりますが、道路
行政と地域福祉の推進の連携については、施
策を検討する際の参考とさせていただきま
す。

2 ①

54
　視野を世界に広げ、他国の取組
みを参考にしてはどうか。

　今後の施策の展開にあたっては、他国を含
めた幅広い視野で情報を収集し、参考にして
いきます。

2 ①
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意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　計画の追加・修正なし
②　計画の追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示すもの
２　計画の趣旨や内容には賛同しているが、今後の進め方などに対する考えを述べたもの
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求めるもの
４　他の分野別計画などで取り扱うべき内容のもの
５　その他　（計画の内容に対する確認など）

55
民生委員といのちをつなぐネット
ワークの違いがあまり分からな
い。

　民生委員・児童委員は地域で一人暮らし高
齢者への支援活動や心配ごと相談活動など、
地域福祉の担い手の中核として積極的に活動
しています。
　いのちをつなぐネットワークは、行政が
コーディネートを行うことで、民生委員や福
祉協力員など、地域の見守りに従事する関係
者だけでなく、企業や公的なサービスなどの
様々な既存のネットワークを結び付け、支援
を必要とする人が社会的に孤立することがな
いよう、地域全体で見守り、必要なサービス
などにつなげる取組みです。

5 ④

56
　民生委員の配置の基準は220～
440世帯に一人となっているが、
適正なのか。

　民生委員の配置基準は、国の通知により、
政令市については220～440世帯と定められ
ています。ただし、本市ではひとり暮らし高
齢者など支援を必要とする人の増加により民
生委員の負担が増加しているため、地域の実
情に応じて配置を行っています。

5 ④

57

　今後ますます増加する認知症
は、他の生活習慣病と異なり、人
との交流を損なう社会的病気であ
り、医療だけでなく、社会全体で
取り組むべき病気である。その他
には、認知症の早期発見、早期介
入、進展予防のための連携パス作
りが重要である。
　これは脳卒中や心筋梗塞、がん
などの医療機関中心の連携パスと
は異なり、医療と介護と社会をも
連携させたパス作りとならなけれ
ばならない。ものわすれ外来事
業、認知症サポーター事業、認知
症コールセンター事業を一体化さ
せたパス作りに取り組むべきでは
ないか。

　本市においては、認知症になっても、誰も
が住み慣れた地域において、家族や地域住
民、かかりつけ医や専門機関などの見守りに
よって安全に安心して暮らしていけるよう、
予防から早期発見・早期対応・ケア・家族支
援までの一貫した取組みや、認知症高齢者を
見守り支える環境づくりなど、総合的な認知
症対策の充実・強化を図っています。
　さらに、地域における高齢者のための保
健・医療・福祉の総合相談窓口として地域包
括支援センターを市直営で設置し、認知症対
策をはじめ、権利擁護・虐待への対応、介護
予防ケアマネジメント、地域包括ケアネット
ワークの構築などに取り組んでいます。
　なお、認知症高齢者への支援につきまして
は、「第二次高齢者支援計画」を策定してお
り、この計画に基づいて具体的な連携や取組
みを行っています。

4 ④
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意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　計画の追加・修正なし
②　計画の追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示すもの
２　計画の趣旨や内容には賛同しているが、今後の進め方などに対する考えを述べたもの
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求めるもの
４　他の分野別計画などで取り扱うべき内容のもの
５　その他　（計画の内容に対する確認など）

58

　子どもから大人まで、地域で支
え合う、また孤立化する高齢者へ
の支援は様々な機会を通じてなさ
れているが、精神障害をもつもの
に対してはおきざりにされている
のではないかと思う。精神障害も
軽度の場合は社会参加は可能であ
る。体育関係にも仕事にもいろん
な場面で社会参加がもっとできる
ようにしていただきたい。今から
の社会では、そういった人間が増
えていくと思うので、医療だけで
なく社会活動の側面から支えるシ
ステムづくりをしていただきた
い。

　本市では障害のある人の雇用促進のため、
「北九州障害者しごとサポートセンター」を
設置し、新しい職場の開拓や職業訓練、雇用
のマッチング支援などを行っています。ま
た、精神障害のある人の社会復帰の促進のた
め、回復途上にある精神障害のある人が実際
の就労の場においての作業訓練を行うことに
より人間関係の改善をはじめ、社会生活への
適応を図る「精神障害者社会適応訓練事業」
などを実施しています。
　さらに、精神障害のある人が社会参加しや
すい地域づくりの一環として、精神保健福祉
にかかわるボランティアの養成や、精神障害
についてのパンフレットの作成・フォーラム
の開催などを通じた啓発活動も実施していま
す。
　こうした施策をさらに推進することによっ
て、精神障害があっても住み慣れた地域で安
心して生活ができるような支援を進めていき
たいと考えています。
　なお、精神障害を含めた障害者施策につい
ては、障害者支援計画において具体的な取組
みを定めています。

4 ④

59

　夜間の帰り道は人も少なく、明
りも少ないため怖い。女性が安心
して夜道を歩くことができる街に
なってほしい。

　本市では夜間における犯罪の発生の防止と
通行の安全のため、市と地域で分担しなが
ら、照明灯を設置しています。
　地域が設置する防犯灯については、その設
置費用や維持管理経費を市が補助しており、
平成19年度からは補助率・補助上限額を拡充
し、設置しやすい環境づくりを行っていま
す。
　また、住宅地区内の幹線道路などには、防
犯灯より明るい街路灯を市が整備していま
す。
　今後とも地域と連携しながら、安全で快適
な地域環境づくりに努めてまいります。
　なお本件については、区役所まちづくり推
進課、まちづくり整備課にてご意見、ご要望
を受け付けております。

5 ④
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意見の概要 市の考え方 内容
反映
結果№

【意見の反映結果】
①　計画に掲載済、または計画期間中に実施予定　　　　③　計画の追加・修正なし
②　計画の追加・修正あり　　　　　　　　　　　　　　④　その他

【意見の内容】
１　計画の趣旨や内容に対する賛意や共感を示すもの
２　計画の趣旨や内容には賛同しているが、今後の進め方などに対する考えを述べたもの
３　計画の内容や表現に対して追加や修正を求めるもの
４　他の分野別計画などで取り扱うべき内容のもの
５　その他　（計画の内容に対する確認など）

60

　ホームレスの人は家庭も無けれ
ば住む場所も無いが、その問題に
関してはどう取り組んでいくの
か。

　本市では「ホームレスの自立の支援などに
関する特別措置法」に基づいて策定した「新
北九州市ホームレス自立支援実施計画」に即
して、施策を推進しています。具体的には、
ホームレスが自立して生活ができるよう、
ホームレス自立支援センター北九州の設置や
巡回相談指導などを関係団体と連携して行っ
ています。今後もこの計画に基づいて、ホー
ムレスに関する諸問題の解決を図っていきた
いと考えています。

4 ④
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　放課後児童クラブは地域の中で
非常に重要な役割を担っている
が、指導員の賃金が低すぎるた
め、多くの人が短期間で辞めてし
まうという。子どもたちのために
も、指導員がしっかりと働ける賃
金体制を築くべきではないか。

　希望するすべての児童を受け入れられるよ
う、全市的に施設及び体制の整備を行ってお
り、その中で指導員の賃金やクラブの開設時
間などについて標準モデルを示しています。
今後とも、このモデルにより整備を進めてい
きたいと考えています。

4 ④
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